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10代のコーナー」を設置している。9類「文庫」は独立させ

１つのコーナーとし、9類「戯曲」と7類「映画・演劇」を

隣接させ「文化芸術コーナー」を設置している。7類に関し

ても9類と同様に細分化されており、７類「戯曲」「絵画・

彫刻・美術」「大型美術書」に分類している。大型美術書

を2階の廊下に沿って低い書棚に連続して配置し、スペース

を有効利用している。3類「社会科学」を　カウンターに隣

接させて配置しビジネス支援のためのコーナーに特化させ

る工夫がみられる。

③浦安は、9類「文学」が多く、一般書の半分を占めている。

外国文学を壁面に配置し、カウンターの正面に日本文学・

小説・文庫をまとめて順番に並べて配置している。1～3、

4～8を一つのグループにまとめ、全体としては1～8、9とND

C分類順に配置している。

④北は、一般書コーナーを「1番区」「2番区」「3番区」「

4番区」の4つの番区に分類している。9類「日本文学」「小

説」を3番区に配置し、7類「諸芸・趣味」、5類「家政学・

生活科学」、雑誌コーナーと関連させている。また、9類「

外国文学」を1番区に配置し、8類「言語」、2類「歴史・地

理・旅行」と隣接させている。2番区に3、4、5、6類を配置

し、5類の「情報科学」部分のみ、PCコーナーに隣接させる

工夫がされている。

　

図２．一般書エリアの書籍配置

【千代田区立千代田図書館】

【浦安市立中央図書館】

【豊島区立中央図書館】

【北区立中央図書館】
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①蔵書数では、設立の早い浦安は約70万冊と蔵書数が多く、

飽和状態であり、増築が行われている。比較的新しい3館は

まだ余裕がみられる。

②蔵書構成比では、4館ともほぼ同じであるが、千代田の「

6産業」の割合が他に比べ少なく、「3社会科学」が多い。

立地性による影響が推察される。

③配架方法は、浦安ではNDCの0〜9順に並んでいる。他の3

館では、これにとらわれない自由な配架がみられた。

　今後の課題としては、配架方法について、一般閲覧室で

の利用者の目的や行為に着目した詳細調査が必要である。

　

▲

：出入口：事務関係諸室、階段、トイレ R：レファレンス C：カウンター
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